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 2019年4月より、国際ことば学院外国語専門学校校舎内

に「Multilingual 末續 Library」がオープンいたしました。

末續前理事長（右側写真）の名前が付いた図書室には、外国

語の本が揃い、外国語学習にふさわしい環境ができました。 

今号では、オープンしたばかりのこちらの図書室をご紹介い

たします。 

図書室長よりご挨拶 

 「Multilingual末續Library」はその名の通り、末續前理事長のマルチリンガル育成

という学校創設の理念を継承し、教育機関として多言語学習を支援する環境を提供

するという長年の思いが結実したものです。本校の開校当初は、多言語社会という

言葉もまだ遠くの出来事でしたが、この十年間で多言語多文化共生はもはや外の世

界の出来事ではなくなりました。多言語化・多文化化が進行していく２１世紀、異

なる他者や多文化と共生していくための多言語力を育む教育は一層意義のあるもの

と確信しています。 

 本図書室は多言語学習を支援し、様々な言語や文化に触れる時間と空間を提供する専門図書室を目指

しています。高度な専門性というより、多言語学習に特化したという意味ですが、多言語多読をコンセ

プトの一つに掲げています。言語習得には目標言語にかけた時間が比例します。完成された図書室では

なく、利用者の声を聴きながら、本校にふさわしい図書室造りを目指したいとの思いから、多読書籍を

中心に言語や文化に関する本を少しずつ揃えつつ、寄贈書や借入書籍を含めてのスタートです。現段階

では蔵書数も少なく、貸し出しは行っておりませんが、ここに来ると本が読みたくなる、言語の話がし

たくなる、そんな時間と空間を提供していきたいと考えています。ご来校の節は、ぜひ図書室にお立ち

寄りいただき、本を手に取っていただければと思います。 

 最後に、本図書室開室に際し、ご協力いただいた支援者の方々、教職員の皆様・学生諸氏に心より感

謝申し上げます。 

文責 西貝理恵子 

様々な方より図書室設営にご支援をいただきました。この場をお借りし、厚くお礼申し上げます。 

＜ご利用案内＞ 

開室日：月・火・木・金曜日 

13：00～16：00頃まで 

（＊延長有り） 

 

※ご利用の際は、図書室内に

ございます利用案内に沿っ

て、ご利用くださいますよう

お願いいたします。 

西貝理恵子図書室長 
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74名の学生が卒業しました！ 

 2019年3月6日、静銀ユーフォニアにて平成30年度第10回卒業式が行われました。本学卒業式は開

校以来、証書授与、送辞・答辞の他に卒業生による学習成果発表があるのが特徴的だと思います。 

今回は、まず、グローバルコースからネパール人学生による「ネパールからの人材流出と海外軍隊」

についての英語プレゼンテーションがあり、続いて、日本人学生四人による韓国語の童話『コンジ・

パッジ』朗読、日・中・韓・英四言語による『百万回生きた猫』のマルチリンガル朗読、そして映画

“High School Musical”から“We are all in this together”に乗せた英語ミュージカルの三つがマルチ

リンガルコースからの発表となりました。いろいろ制限

のある中、練習を重ね卒業生たちは二年間の学習成果を

披露しました。手前みそではありますが、年々学生達の

力量が高まっており、それぞれ見応え聞き応えのある 

素晴らしい出来映えでした。特に多国籍の学生が次々に

言語を変化させてのマルチ朗読発表は、本学の創立理念

を改めて認識させてくれ、感動しました。先生方、御指

導ありがとうございました。（袴田）       

 4月6日土曜日、コミュニティホール七間町MIRAIEリアンにおいて平成31年度入学式が約130名の 

新入生を迎えて行われました。新入生が一人ひとり名前を呼ばれて紹介された後、ファン・ティ・ホ

ンさん（ベトナム）が代表して、ここでの勉強や経験は将来必ず役に立つので失敗を恐れず何事にも

挑戦していきたいと決意を述べました。続いて、在校生を

代表してデシ ハルディアンティさん（インドネシア）が 

日本語・英語・韓国語の３言語を使って歓迎の言葉を述べ

ました。最後に袴田靖子校長より、外国人との共生が現実

となってきた今日、留学生も日本人もお互いのことを知識

としてわかるだけではなく、本人が感じるレベルまで感じ

ることができるかどうかが重要となるため、「俯瞰力とエ

ンパシー」を身につけて活躍していってほしいと期待を込

めたお祝いの言葉が贈られました。（山内） 

133名の新入生を迎えました！ 

就職支援担当からのお知らせ 

 4月に日本語学校から外国語専門学校に異動しました山西博隆と申しま

す。担当は事務部の就職支援担当です。学生の皆さんと『楽しく笑顔で就職

活動』を目標に、校内で行われる合同企業説明会やキャリアアップクラスで

のビジネス授業を教職員一丸となって積極的にサポートしていきたいと思い

ます。学生の皆さん！！一緒に頑張りましょう！！ 

 企業の皆様方におかれましては、当校の学生と御社を繋ぐ架け橋となれる

よう努めて参りますので、この場を借りてご挨拶をさせていただきます。 

今後とも何卒よろしくお願いいたします。（山西） 
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成果発表を行いました！！ 

グローバル・コミュニケーションコース 韓国語 

 卒業を控えた2月27日、本校にてグローバルコ

ミュニケーションコース修了レポート最終発表会

が行われました。日本語を母語としない学生のみ

が在籍するこのコースでは、卒業前に日本語で 

書いた修了レポートの提出が義務付けられていま

す。2018年度も39名の学生が言語や文化、社会問

題などから関心を持っていることをテーマとして

修了レポートを書きました。それに基づいたプレ

ゼンテーションをクラス内で行った結果、選ばれ

た代表者10名が最終発表会に臨みました。留学生

ならではの視点からの分析や意見に考えさせられ

ることも多く、どれも素晴らしい発表でした。

（山内） 

2月21日、マルチビジネスコース卒業生31人に 

よる韓国語成果発表会が開催されました。本大会

は朗読部門とスピーチ部門に分けて行われまし

た。最初の朗読部門は、韓国の詩や童話を朗読

し、発音と表現が競われました。続いてのスピー

チ部門は、自分の国やふるさと、学校生活など

様々なテーマで発表されました。パワーポイント

で写真と訳文を見せながらの発表でしたので、 

見学に来ていた1年生た

ちも集中して聴いていま

した。一人ひとり真剣に

臨み、2年間の成果を思

う存分披露する発表会と

なりました。（文） 

中国語 

2月27日水曜日，中国語成果発表を行いまし

た。マルチ2年生31名が参加しました。歌、詩、

自作・課題文三つの部門に分かれて発表を行いま

した。歌部門では風間光莉・間所由夏さん、詩部

門では鈴木音羽さん、自作・課題文部門では中川

芽衣子さんが受賞しました。さらに校長特別賞と

して諏訪愛奈、尹心香、南相準、メトロ・ミッ

キー・アリカさんが受賞しました。 

歌部門は三つのグループに分かれ、それぞれの

グループワークが発揮された発表でした。詩部門

は発表が短かったため審査が難しかったようで

す。自作・課題文部門

は上級者ならではの発

表が見られました。こ

れから社会に出てもこ

こで学んだ中国語をど

んどん使ってもらえる

と嬉しいです。（鄭） 

英語 

実用日本語学校からのお知らせ 
３月末、20名の学生が無事修了式を迎え、日本語学校進学や帰国など

各々の道へ進みました。新年度４月には、昨年度から継続の学生と新入

生を合わせた計１５名３クラス編成で新学期をスタートさせました。 

基礎の日本語や生活する上で役立つ表現だけではなく、マナーや文化も

学びます。学生の中には、７月のJLPT合格を目指している人もいるた

め、学習・生活、様々な面でサポートができるように体制を整えていま

す。多くの方に日本語学習の楽しさを知ってもらえたらと思います。

（青山） 

2年生を対象に英語科成果発表会が行われまし

た。英語学習の集大成となる発表会で、個人部門

（各８分）とグループ部門（各8分）に分かれてい

ます。個人部門では“Fireworks”をテーマに花火が 

環境に与える影響と対応策について発表したネパー

ルのスヌワル・ビジャヤさんがGrand Prizeを受賞しま

した。“Why Does Islam Forbid Pork?”を語ったインドネ

シアのサファさん、“Tattoos in Japan”について話した

フランスのミッキーさんの発表も内容が濃く甲乙つけ

がたい結果でしたが、日本語だけでなく学生の持つ英

語力の高さを再認識する機会となりました。（岩本） 
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 2019年4月20日（土）7カ国49名の新入生を迎え入れ、4月生の入学式が行われました。新入生 

スピーチでは、緊張しつつも期待に満ちた表情で将来について話してくれました。在校生スピーチ

では、将来のために頑張れと励ましの言葉を後輩に贈ってくれました。懇親会では他の国の学生、

お客様と楽しそうに交流していました。お忙しい中、ご参加賜りました皆様に心より感謝申し上げ

ます。今後の学生の成長を一緒に見守っていただければ幸いです。（吉岡） 

 2019年3月12日（火）グランシップにおいて、平成30年度国際ことば学院日本語学校卒業式典が

行われました。平成最後の卒業式は、わが校の歴史の中でも最多となる158名の学生を送り出すこと

ができました。担任の先生から一人一人にメッセージが贈られ、学生たちの笑顔に溢れる式典とな

りました。卒業後はほとんどの学生が大学や専門学校に入学し、専門的な学習へと進んでいきま

す。卒業生の皆さんの更なる成長と今後の活躍をお祈りしています。（松井） 
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日時：２０１９年７月２３日（火） ＡＭより開催予定 場所：このはなアリーナ（草薙総合運動場） 

 

日時：２０１９年８月３１日（土） ＰＭ開演予定 場所：グランシップ中ホール・大地 

 

・５月１１日（土）～１２日（日）ヒッポファミリークラブ ホームステイ    

・５月１１日（土）藤枝国際友好協会スピーチ  

・６月 ２日（日）大浜ビーチフェスタ                

 ２０１９年４月２１日（日）昭府町植樹に参加させていただきまし

た。初めは、慣れない鍬やスコップに四苦八苦していました。空気が気

持ちよく、自然の中で土とたわむれ、みんな笑顔で楽しそうでした。ま

た、１年生と２年生の交流を深めることができました。これからの学生

たちと植えた木の成長が楽しみです！（吉岡） 

 ２０１９年３月１３日（水）新静岡セノバ自衛消防訓

練にベトナムのヴァンさん、ティユエンさん、フンさん

が参加しました。学生たちは避難役となり、訓練後に避

難誘導やピクトグラムについての感想を伝えました。学

生たちの厳しい意見に消防関係の方々は興味津々でし

た。また、ＮＨＫの取材を受け、お昼のニュースで放送

されるというサプライズもありました。（梅島） 

増田様、高木様 
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駐日
ちゅうにち

ベトナム大使
た い し

館
かん

のご家族
か ぞ く

との交流会
こうりゅうかい

～富士
ふ じ

吉原
よ し わ ら

ライオンズクラブ主催
し ゅ さ い

～ 

4月6日、桜
さくら

の美
うつく

しい広見
ひ ろ み

公園
こ う え ん

においてベトナム大使館
た い し か ん

のご家族
か ぞ く

の皆様
みなさま

との

交流会
こうりゅうかい

が開
ひら

かれ、当校
と う こ う

の学生
が く せ い

たちもご招待
しょうたい

いただきました。ヴー・ホン・ナム特命
と く め い

全権
ぜんけん

大使
た い し

もいらっしゃり、誰
だれ

に対しても親
し た

しく接する
せ っ     

姿
すがた

が印象的
いんしょうてき

でした。学生
が く せ い

たちは

ご家族
か ぞ く

の皆
みな

さんと食事
し ょ く じ

しながら、交流
こうりゅう

を楽
たの

しんでいました。 

富士
ふ じ

吉原
よ し わ ら

ライオンズクラブの皆様
みなさま

は1999年よりベトナムの国立
こ く り つ

大学
だ い が く

・高校
こ う こ う

などに

中古
ち ゅ う こ

の国語
こ く ご

辞書
じ し ょ

を寄贈
き ぞ う

し、2001年
ねん

からは「ベトナムハノイ日本語
に ほ ん ご

スピーチコンテス

ト」を後援
こ う え ん

、優勝者
ゆうしょうしゃ

等
と う

を数週間
すうしゅうかん

ほど受
う

け入
い

れる活動
か つ ど う

をされています。このような機会
き か い

をくださいました皆様
みなさま

に感謝申
か ん し ゃ も う

し上げます。 

日本語
に ほ ん ご

スピーチコンテスト～NPO法人
ほ う じ ん

熱海
あ た み

ＹＭＣＡ、沼津
ぬ ま づ

ＹＭＣＡセンター主催
し ゅ さ い

～ 

 ４月
がつ

１４日
か

に沼津
ぬ ま づ

のプラザヴェルデにおいて日本語
に ほ ん ご

スピーチコンテストが開催
かいさい

され、静岡県
しずおかけん

東部
と う ぶ

在住
ざいじゅう

の外国人
が い こ く じ ん

留学生
りゅうがくせい

１２名
めい

の出場者
しゅつじょうしゃ

が「ふるさと」をテーマにスピーチを披露
ひ ろ う

しました。当校
と う こ う

から

はインドネシアのジェニーさんとフィルダンさん、ベトナムのタオさんが出場
しゅつじょう

し、ジェニーさんが見事
み ご と

第
だい

３位
い

に入
にゅう

賞
しょう

しました。ジェニーさんは故郷
ふ る さ と

「リアウ」の有名
ゆう めい

な宮殿
きゅうでん

や食
た

べ物
も の

などについて明
あか

るく

表情
ひょうじょう

豊
ゆた

かに紹介
しょうかい

し、フィルダンさんは故郷
ふ る さ と

「トラジャ」の衣装
い し ょ う

を身
み

にまといその独特
ど く と く

な文化
ぶ ん か

につい

て述
の

べ、タオさんは故郷
ふ る さ と

「ラムドン」の名産品
めいさんひん

であるコーヒーやコーヒー農家
の う か

であるご両親
りょうしん

の話
はなし

を

堂々
ど う ど う

と語
かた

りました。スピーチの前
まえ

は緊張
きんちょう

している様子
よ う す

も見
み

られましたが、本番
ほんばん

ではそれぞれが力
ちから

を

出
だ

し切
き

り素晴
す ば

らしいスピーチでした。学生
が く せ い

にとっても大
おお

きな自信
じ し ん

に繋
つな

がったと思
お も

います。 

旬
しゅん

のたけのこを囲
かこ

む会
かい

～齋藤
さいとう

様
さま

のお宅
たく

にて～ 

富士
ふ じ

シビタンクラブの齋藤
さ い と う

ご夫妻
ご ふ さ い

のお招
まね

きで、4月
がつ

12日
に ち

、春
はる

の花
はな

が咲
さ

き乱
みだ

れるお

宅
た く

にベトナムの学生
が く せ い

たちと一緒
い っ し ょ

に 伺
うかが

いました。前半
ぜんはん

は様々
さ ま ざ ま

な料理
り ょ う り

を囲
かこ

みながら、

笑顔
え が お

いっぱいで話
はなし

も弾
はず

んでおりました。後半
こ う は ん

は音楽
お ん が く

三昧
ざんまい

。当校
と う こ う

学生
が く せ い

も急遽
きゅうきょ

「さよなら

大好
だ い す

きな人
ひ と

」を歌
う た

いたいと言
い

い、前座
ぜ ん ざ

で登場
とうじょう

。携帯
けいたい

で歌詞
か し

を出
だ

して熱唱
ねっしょう

していました。そして、ゴスペル、二
に

胡
こ

の演奏
え ん そ う

、

ロックンロールでフィナーレを迎
むか

えました。齋藤
さ い と う

様
さ ま

をはじめ、参加
さ ん か

された皆様
みなさま

の温
あたた

かいおもてなしに感謝申
か ん し ゃ も う

し上
あ

げます。 

先
せん

生
せい

からのメッセージ 
退職
たいしょく

される先生
せんせい

からのメッセージをご紹介
しょうかい

します。 

 ２０１２年
ねん

１０月
がつ

に富
ふ

士山
じ さ ん

日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

が開校
かいこう

してから、早
はや

いもので７年目
ね ん め

です。

初代
しょだい

卒業生
そつぎょうせい

は４名
めい

でした。「富士山
ふ じ さ ん

」にいつでも見守
み ま も

られながら学生
がくせい

の皆
みな

さんや

諸先
しょせん

生方
せいがた

と、涙
なみだ

あり、笑
わら

いありのたくさんの思
おも

い出
で

ができました。私
わたし

はこれから

２年
ねん

日本
に ほ ん

を離
はな

れますが、富士山
ふ じ さ ん

のもと、学校
がっこう

がますます発展
はってん

しますように。 

この場
ば

をお借
か

りいたしまして御礼
お れ い

を申
もう

し上
あ

げます。大変
たいへん

お世話
せ わ

になりました。 

ありがとうございました。             感謝
かんしゃ

とともに 山本
やまもと

幸恵
ゆ き え
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 2019年度四月生14名が来日し、昨年10月より受け入れ可能になった在住の学生も含め15名

で新しいクラスがスタートしました。令和とともに始まる彼らの留学生活。教職員ともども全

力でサポートし、実りある2年間になることを願っております。 

初級クラスの様子 受入れ準備 

先輩も手伝ってくれました 

 入学式では非常に多くの方々にご出席いただき、新入生の

入学をご祝福いただきました。 

 徐々ににぎやかになってきた本校ですが、様々な活動を通

して、ご出席くださった皆様をはじめ地域の方々と、このつ

ながりをさらに大きく広げていける一年としていきたいと

思っております。 

初めての買い物！ 

 3月9日に2018年度卒業式が行われました。開校とともに入学し

た第1期生の卒業式を迎え、2名の卒業生はもちろんのこと、教職

員にとっても、感慨ひとしおでございました。式典ではアライサ

さんの送辞、ナバラジュさん、ディパクさんの答辞、懇親会では

この1年半に感じたことを寸劇にした卒業制作発表など。様々な想

いの詰まった笑いあり、涙ありの1日となりました。 

 両名はそれぞれ大阪、東京へと旅立っていきましたが、この奈

良でたくましく生き抜いてきた力を新天地でも、きっと発揮して

くれることでしょう。 

 静岡からも、多くの方にご参列いただき、改めて多くの方々に

支えられここまで来られたのだと再確認いたしました。改めて皆

様にお礼申し上げます。 

 春休みにみんなでおにぎりを作って、安倍晴明で有名

な安倍文殊院までお散歩に行ってきました。歩いてたっ

たの15分。少し足を延ばせば歴史に触れられる奈良校な

らではのミニイベント。 

 桜井市には他にもすばらしい場所がたくさんありま

す。ぜひ留学生の皆には休みを利用して、いろいろな史

跡へ足を運んでみてもらいたいものです。 
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その他の行事  

■国際ことば学院日本語学校  ６月 大浜ビーチフェスタ 

        ７月 運動会、７月生入学式 

＜編集後記＞5月1日より元号が平成から令和にかわりました。元から日本に住んでいる人にとって

も、海外から日本に来た人にとっても、貴重な出来事を経験したことと思います。本学院は新しい時

代の担い手を育成できるよう、新年度も精力的に学生たちのサポートをしていきたいと思います。 

編集長：甲斐/ 編集：梅島、山田、ギルヌス、工藤、佐藤 

〒422-8076 静岡県静岡市駿河区八幡3-2-28   TEL:054-284-8383 / FAX:054-284-8338 

WEBSITE:http://jp.kotoba.ac.jp   E-MAIL:info@kotoba.ac.jp 

〒422-8062 静岡県静岡市駿河区稲川3-9-4   TEL:054-270-7091 / FAX:054-286-7091 

WEBSITE:http://sp.kotoba.ac.jp   E-MAIL:ask@kotoba.ac.jp 

〒416-0944 静岡県富士市横割1-6-16   TEL:0545-30-8680 / FAX:0545-30-9558 

WEBSITE:http://fujisan.kotoba.ac.jp   E-MAIL:fujisan@kotoba.ac.jp 

〒633-0053 奈良県桜井市谷10-1   TEL:0744-44-2424 / FAX:0744-47-2430 

WEBSITE:http://yamato.kotoba.ac.jp   E-MAIL:yamato@kotoba.ac.jp 

学校法人 国際ことば学院 行事予定  

KKG WORLD FES 2019 
日時：①8月3日(土)10：00～15：00 

  ②8月4日(日)10：00～15：00 

場所：国際ことば学院外国語専門学校 

内容： 国際ことば学院の全てが分かるインターナ

ショナルイベント！ 

 ステージパフォーマンス、体験授業等を予定

しております。 

♪皆様のご来場をお待ちしております♪ 

入場無料 国際ことば学院外国語専門学校 学校説明会 

①6月15日(土)    ②7月6日(土)     

※各日とも①10：30～ ②13：30～ 

③8月3日(土)    ④8月4(日) 

※各日とも終日開催 

退職＊お世話になりました＊ 

国際ことば学院外国語専門学校 日本語講師 櫻井満希 

国際ことば学院日本語学校   日本語講師 井戸端陽子 

国際ことば学院外国語専門学校 事務職員  藤島祐一 

富士山日本語学校       日本語講師 山本幸恵 

新規教職員紹介＊宜しくお願いいたします＊ 

国際ことば学院外国語専門学校  

日本語・英語非常勤講師 

木村阿美 

国際ことば学院外国語専門学校  

英語非常勤講師 

Rodney Lee Theodore Tymchuk 

人事異動 

法人本部・日本語学校（富士）兼務  事務職員     宮田美穂（日本語学校・富士より） 

専門学校                日本語講師  寺田寛（日本語学校・静岡より） 

専門学校                事務職員   山西博隆（日本語学校・静岡より） 

専門学校・法人本部兼務         事務職員   甲斐ゆみこ（法人本部より） 

日本語学校（静岡）           事務職員   川崎麻由美（専門学校より）  

休職＊来年度復帰予定です＊ 

国際ことば学院外国語専門学校 

事務職員 田中知実 

大和まほろば日本語学校 スピーチコンテスト 

7月開催予定、入場無料 

※詳細は0744-44-2424へお電話ください。 


